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1 はじめに
近年の映像データの増加に伴い、有用な情報を計算

機を用いて効率的に取捨選択する必要が高まっている。

特にニュース映像については、いわゆる 4W(時相、場

所、人物、事象・行為) をキーとする検索需要が見込ま

れ、これらを重要情報として抽出しておく必要性は高

い。ニュース映像には字幕 (オープンキャプション, 以

下 OC)による話題のタイトルや、様々な付加的情報が

付随しているが、これらは断片的で雑多であり、4W情

報を適切に表現しているとは言い難い。

新聞記事やレポートなどの紙面上の文書に対し、それ

に付随するタイトルや見出しを用いて内容の要約・重要

文抽出を行った研究例としては [1]や [2]がある。ニュー

ス映像において、新聞などにおける見出しに相当する情

報は画面下部に表示されるタイトルであるが、これは見

出しよりも更に短く簡素であるなど、性質が異なる。ま

た、ニュース映像においては、紙面上の文書と異なり、

本文と OCの表示される時間関係を考慮できる。

本稿では、OCとニュース本文全体の関連性を利用し、

効率的に 4W 情報を示すための重要文抽出を行うこと

を目的とする。

2 ニュース映像中のテキスト情報源
ニュース映像中の主なテキスト情報源にはキャプショ

ン (字幕)があり、画像に挿入される方法及び性質の違

いから、以下の 2種類に分類される。

� オープンキャプション (OC):

送信側が予め画面上に画像として重ね合わせて表示

するもの。半数程度が人物 (Who)、場面 (Where)、

時相 (When) のいずれかに関する重要情報を簡潔

に表す [6]が、表示と同時に画像や音声を含む映像

全体を見ることを前提としており、単独ではニュー

ス内容を十分に表現し得ない。
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� クローズドキャプション (CC):

アナウンサの原稿朗読箇所を書き下したもの1。日

本では文字放送の形で提供され、視聴者は画面に重

ねて見ることができるほか、容易にディジタルテキ

ストとして利用できる。単位時間当たりの情報量が

多く、冗長なのが特徴である。

OCは背景の画像に埋め込まれて与えられるため、そ

のままテキストデータとして利用することはできない

が、自動認識に関する研究 [4]が行われているほか、放

送のディジタル化に伴い、将来的にディジタルテキスト

として送信される可能性もあることから、本研究では人

手により書き下したものを用いる。

3 キャプションを複合的に利用した
重要文抽出

前述の OC, CCの特性を考慮し、以下では OCを手

がかりに CC から重要文を抽出することを考える。手

法の全体像を図 1に示す。以下に各々の処理について述

べる。

図 1: 重要文抽出機構の全体像

1現在、NHK「ニュース 7」(225分/週)では、スタジオの特定の
アナウンサによる原稿朗読箇所に限り、高精度 (公称 95% [3]) の音
声認識システムにより、リアルタイムでの提供が行われている。



3.1 OCに対する処理
OCからは、CC中の文単位の重要度を評価する際の

手がかり語を選定する。OCは以下のように分類される。

1. タイトル

2. タイトル以外の名詞句 (列)、動詞: 場所・組織、人

物、時相

これらのうち 1.中の名詞と動詞、及び 2.を手がかり語

として利用する。品詞の解析には日本語形態素解析シ

ステム JUMAN [5] を用いる。2. には「中継」などな

どの放送技術に関連した用語なども含まれるが、これら

は語尾に注目した名詞句の属性解析手法 [6] により取り

除く。

3.2 CCに対する処理
CC(本文)に対しては、OCから得た手がかり語をも

とに個々の文の重要度を評価し、重要文を抽出する。

� タイトルとの関連性の定量化

ニュースのタイトルと内容が近い文は重要と考えら

れることから、前節で得たタイトル中の手がかり語

と同じ語を含む文に対し、得点を与える。

� 同期して表示される OCとの関連性の定量化

ニュース本文に対して同期して表示される OC と

内容が近い文は重要と考えられることから、同期

するOC中の手がかり語と同じ語を含む文に対し、

得点を与える。また、ある文に対し、同期するOC

中の固有名詞がその文の主語となっていれば (地名

の場合は「○○では」の形で文中に含まれていれ

ば) 更に得点を加える。

更に、TF-IDF法により、珍しいと判断された語を含

む文にも得点を与える。同じ語を含むか否かを判定する

際は、同義語・略語辞書を参照し、例えば「大蔵大臣」

と「蔵相」が異なる語と判断されるのを防ぐ。

4 実験
以上の手法を計算機上に実装し、2000年のNHK「ニ

ュース７」163記事に対して実験を行った。そのうち 1

記事の結果を表 1に示す。

得られた結果を主観的に評価したところ、1文どうし

の細かな重要度の順位については改善すべき点が見受け

られるものの、全体的に重要と思われる文は上位に、一

般的でニュース性のない文や雑多な情報の多い文は下位

に判定される傾向が見られた。また、表 1で最下位と判

定された文は第 1文である。一般的に新聞やニュースで

は第 1文が特に重要とされているが、本実験では形式的

な第 1文に得点を与えないことで第 1文以外の文が意味

的により重要な場合も正しい評価を行うことができる。

表 1: 重要文抽出実験結果の例
タイトル 式根島で震度 5弱

順位 CCの文

1位 気象庁の観測によりますと、今日午後 5

時 44分頃新島神津島近海の深さ 10キロ

の所を震源とする、マグニチュード 4.9

の地震があり、式根島で震度 5弱、新島

と利島で震度４、神津島と伊豆大島で震

度３を観測しました。
2位 伊豆諸島では地震活動が活発な状態と落

ち着いた状態を繰り返していて、けさ 6

時 52分にも式根島で震度 5強を観測し

たほか、夕方の強い地震の後も、式根島

や神津島などで震度４や３の地震が続い

ています。
3位 伊豆諸島ではきょう地震活動が活発にな

っていまして、けさ式根島で震度 5強を

観測したのに続いて、午後 6時前にも式

根島で震度 5弱を観測する強い地震があ

りました。
・・・

最下位 伊豆諸島の地震からお伝えします。

5 おわりに
本稿では、OCとCCの時間的・意味的な関連度を定

量化することにより重要文を抽出する手法を提案し、実

験によりその有効性を確認した。今後は重要度評価の精

度向上、および語単位での 4W 情報の抽出について検

討する。
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